
企画セッション公募演題、ただいま募集中！
まもなく締め切ります!!

鳥取大学医学部統合内科医学講座循環器・内分泌代謝内科学分野
〒683-8504 鳥取県米子市西町36番地の1
TEL:0859-38-6517／FAX:0859-38-6519
office@jcc2021.jp

● 演題募集期間（予定）

● ホームページ
http://www.jcc-conference.org/69jcc/

会　期 ▶ 2021年9月17日（金）・18日（土）・19日（日）
会　長 ▶ 山本一博
 （鳥取大学医学部統合内科医学講座循環器・内分泌代謝内科学分野）

会　場 ▶ 米子コンベンションセンター BIG SHIP
  米子市文化ホール

事務局

● 開催方式
現地参加とウェブ配信（リアルタイムライブ配信＋オンデマンド配信）・
ウェブ参加によるハイブリッド方式（予定）

第 69 回
日本心臓病学会学術集会

１）企画セッション公募演題： 2020年12月15日（火）～2021年２月26日（金）正午
２）一般演題： 2021年２月10日（水）～４月６日（火）正午

（詳細は次ページをご覧ください。）



「血行再建の適応を見直す」

安定冠動脈疾患の血行再建は常に議論の的となってきた。
2007年のCOURAGE試験では、比較的軽症の冠動脈疾患患者
の予後はPCIと内科的治療に大きな差がないことが示された。昨
年発表されたISCHEMIA試験では、中等度以上の心筋虚血のあ
る患者を対象に行われた。この臨床試験で、CABGとPCIを含む
血行再建術を先行させる治療法は、内科的治療を先行させる群
と予後が変わらないという結果であった。安定冠動脈疾患治療
の選択に大きなインパクトを与えるはずのISCHEMIA試験を、ま
ずはどのように解釈し、さらに日常臨床を変えていく必要がある
のかなどを議論したい。

座長：福田　宏嗣（獨協医科大学）
阿古　潤哉（北里大学）　　

企画セッション（公募）企画趣旨企画セッション（公募）企画趣旨企画セッション（公募）企画趣旨

「心不全に合併する不整脈のマネージメント」

心不全症例には、様々な上室性，心室性不整脈が合併する．心
房細動は心不全の増悪因子であり、心不全症例の多くに心房細
動を合併し両者は密接な関係にある。また、心不全症例の多く
に心室不整脈が合併し重要な予後規定因子である。従って、慢
性心不全症例における不整脈管理は，生命予後改善のためにも
重要な課題である。心不全合併心房細動症例においてもアブ
レーション治療の有効性が認識され、致死性不整脈に対して
は、植込み型除細動器（ICD）を中心としたデバイス治療が予後
改善治療として位置付けられている。最近は様々な新規心不全
治療薬も使用できるようになって来ており、今後心不全が急増し
ていく中で、非侵襲的・侵襲的ストラテジーを用いて、いかに心
不全に合併する不整脈をマネージメントしていくかをテーマとし
てディスカッションを行いたい。

座長：中野由紀子（広島大学）
坂田　泰史（大阪大学）

「肺高血圧診療の現状と未来
　～レジストリ研究から見えてきたもの～」

肺高血圧症では、新たな肺血管拡張薬の登場、初期併用療法の
導入、バルーン肺動脈形成術の確立など治療戦略の進歩によ
り、その診療は劇的に変化し、長期生存が期待される疾患と
なった。一方で、多様な原因及び病態が存在するため、その鑑別
診断と治療法の選択は容易ではないことも認識されている。本
邦において、肺高血圧診療に関する複数のレジストリが開始さ
れており、データが集積されつつある。これらのデータを解析す
ることにより、現状の診療における課題を明確にし、今後の方向
性を探ることが可能である。本セッションでは、最新のレジスト
リデータを通して肺高血圧診療の実際について議論をし、肺高
血圧症の各病態に対する理解を深め、今後の更なる診療の進展
につなげたい。

座長：大石　　充（鹿児島大学）
土肥　　薫（三重大学）　

「HFpEFの病態と治療の新展開
　　  ～one-size-fits-allからの脱却～」

左室駆出率の保たれた心不全（HFpEF）は、加齢とともに増加
する様々な併存症を背景として、血管内皮機能障害や微小血管
炎症が生じ、左室拡張機能障害を主体とした多様な臨床病型を
呈する。これまで行われた大規模臨床試験では、いずれも予後
を改善するには至っていない。複雑な背景を持つ集団に対して
は、こうしたone-size-fits-allの病態のとらえ方からの脱却、治
療の新展開が求められている。近年、機械学習（フェノマッピン
グ）を用いて、詳細な臨床情報、心電図、心エコーなどのパラ
メータからHFpEFをリスク層別する試みが行われている。HFpEF
の予後改善に向けた個別化治療の可能性について議論を深め
たい。

座長：竹石　恭知（福島県立医科大学）
安斉　俊久（北海道大学）　　　

「重症下肢虚血に対する最新治療」

重症下肢虚血は予後不良であり、高率に下肢切断に至る。高齢
化、生活習慣の悪化による糖尿病を含めた生活習慣病、透析患
者の増加により、重症下肢虚血患者が増加しており、これに対
する治療が重要な課題となっている。重症虚血肢に対しては、
フットケア、疼痛緩和、下肢切断に対するリハビリテーションな
らびに精神面でのケアなど、集学的なチーム医療が必要であ
る。また、近年進歩を遂げている膝下動脈より末梢の病変に対
する血管内治療も大きな役割を果たしている。さらには、HGF 
plasmid療法や脂肪幹細胞治療など、日本発の先進医療も有用
な治療となっており、本シンポジウムではこれらについて討議し
たいと考えている。

座長：石原　正治（兵庫医科大学）
小林　欣夫（千葉大学）　　

「循環器疾患予防のリスク管理の現状」

1960年代猛威を振るった脳血管障害、特に脳出血に対して塩
分制限・降圧治療が血圧低下と死亡率低下をもたらしたが、近
年その主たる危険因子である高血圧の治療率の向上、喫煙率の
低下にもかかわらず，一貫して心疾患死亡率の増加が認められ
る。わが国の心血管疾患を予防するためには、血圧はもとより肥
満や糖尿病とともに脂質異常症や慢性腎臓病等を包括的に管
理することが重要である。加えて、アルデヒド脱水素酵素2変異
などの遺伝因子を増悪させる環境因子としての喫煙、さらには、
黄砂やPM2.5といった環境要因も心血管疾患リスクを増大させ
るというエビデンスも蓄積されてきた。循環器病対策基本法が
実効のphaseに入った今、本セッションでは、近未来の循環器疾
患予防精緻医療も視野に最新エビデンスを総括したい。

座長：平田　健一（神戸大学）
辻田　賢一（熊本大学）

シンポジウム
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「心臓リハビリテーションの有効性と
　　　　　　　    実施促進を検証する」

心臓リハビリテーションは心血管病の進展予防・予後改善への
有効性が確立しているにもかかわらず、その普及は不十分であ
る。
超高齢社会と医療資源の偏在を背景としつつ心不全パンデミッ
クを迎えるわが国で、高齢者に適したリハビリテーションとはい
かにあるべきか、普及を促すためにどうするべきかについての
ディスカッションを行いたい。更にはコロナ禍で集合形式の指導
が困難な状態が続いても継続できる方法の模索についても議論
したい。チーム医療の構築の観点から、医師、コメディカルから
広く演題を募集する。

座長：藤田　英雄（自治医科大学附属さいたま医療センター）
藤野　　陽（金沢大学） 　　　　　　　　　　

「循環器疾患と慢性炎症、臓器連関」

現在、疾患を予防・克服し100歳まで健康不安なく人生を楽し
むためのサステイナブルな医療・介護システムを実現しようとす
る国家プロジェクトとして、Moonshotプログラムが開始されよ
うとしている。その中でのキーワードはまさに、循環器疾患や慢
性炎症、臓器連関とされている。組織における慢性炎症は、細
胞間コミュニケーションを介して波及し、さらに臓器間コミュニ
ケーションといううねりを形成することで、循環器疾患の発症・
進展に関与していることが明らかとなってきた。本シンポジウム
は、これら３つのキーワードを結ぶ新たな循環器疾患病態メカ
ニズムの解明や、それらを標的とした新規循環器疾患治療の開
発などについて議論したい。

座長：北岡　裕章（高知大学）　
南野　　徹（順天堂大学）

「地域医療連携と循環器医の
　　　　　　　　　　　  働き方改革」

現在、我が国の地域医療においては、少子高齢化の進行、医師
の偏在、新専門医制度など多くの課題があり、病院機能の再編
などを含めた地域医療構想が議論されている。本セッションで
は将来を見据えた地域医療連携の進め方、循環器の医師の働
き改革などについて議論したい。

座長：田邊　一明（島根大学）
桑原宏一郎（信州大学）

「長寿社会における腫瘍循環器医療」

社会の高齢化に伴いがん患者は経年的に増加傾向であるが、がん
の早期発見および治療法の進歩によりがん患者の予後は改善して
いる。一方で、抗がん剤による心毒性やがん患者における心血管系
疾患に関する報告がみられるようになり、がんサバイバーの死因とし
て心血管系疾患が多いことがわかってきた。つまり、社会の高齢化
とがん治療の進歩により、両方の病態をもつ患者は増加している。
このような状況から、がん専門医と循環器医が連携して患者を診療
していく体制が必要となり、「腫瘍循環器学（Onco-Cardiology）」
が注目を浴びているが、臨床の現場における対処は施設ごとに
様々であり、系統だった指針がないまま手探りで診療を行っている
のが現状である。このセッションでは、Onco-Cardiologyの現状、
そしてこれからのあり方について、みんなで議論したい。

座長：吉村　道博（東京慈恵会医科大学）　　　
泉　　知里（国立循環器病研究センター）

「心臓病における個別化医療・先制医療」

個別化医療とは、ゲノム情報やさまざまなバイオマーカーなど、
患者一人一人の体質や病態に合わせて最適な医療を提供するこ
とであり、先制医療とはそのような情報に基づいて将来起こり
やすい病気を発症前に診断・予測し、介入するという予防医療
である。現在、がん領域では各個人の情報に基づいた病型の細
分化や治療薬の選択などに個別化医療が臨床応用されている。
一方、循環器領域でも遺伝子型やバイオマーカーに基づく予後
予測など、様々な知見が蓄積してきているが、臨床応用は今後
の課題である。本セッションでは心筋症、不整脈、動脈硬化の
各領域における個別化医療・先制医療の現状と今後の展望につ
いて議論を深めたい。

座長：清水　　渉（日本医科大学）
家田　真樹（筑波大学）　　

「侵襲的治療に画像診断を生かす」

近年の循環器疾患の開心術、カテーテル治療の進歩により、治
療選択肢が大きく広がっている。個々の患者に対する最善の治
療戦略を立てる上で、画像診断には多くの期待が寄せられてい
る。このような時代の新しい要請を背景として、各心血管イメー
ジング法の発展もめざましい。本シンポジウムでは、循環器疾患
の侵襲的治療の術前、ならびに術中に、どのように画像診断法
を選択し、どのような所見に注目し活用するかについての議論を
深め、さらなる治療成績の向上につなげたい。心エコー、CT、心
臓MR、核医学など多様なイメージングの視点から広く演題を募
集する。

座長：陣崎　雅弘（慶應義塾大学）
石津　智子（筑波大学）　　

「心不全患者の地域連携」

心不全患者は年々増加し、患者の高齢化も顕著である。高齢心不全患者の多くは併存疾患を有し入退院を繰り返しており、生活の仕方が
病状を左右する。身体機能、心理、認知機能、社会的側面などを含めた包括的なアプローチが重要であり、高齢心不全患者への適切ケア
を行うには、患者の生活と療養を支える地域の医療・介護スタッフとの連携が不可欠である。本セッションでは、「心不全患者を地域で診
る」ために必要な病院ーかかりつけ医ー地域の医療・介護スタッフとの連携の在り方について、各地域の多職種による取り組みを紹介し
ていただき、その現状と課題を議論する。

座長：衣笠　良治（鳥取大学）　　　
吉田　俊子（聖路加国際大学）

チーム医療セッション


